
日
本
文
化

消
滅
寸
前

日
本
の
美
術

掛
け
軸
・
床
の
間

？

宗
派

？

仏
教

？

仏
像

？



掛
け
軸
の
通
信
販
売

肉
筆
（
手
書
き
の
コ
ピ
ー
）



水
墨
画

墨
・
筆

→

精
神
性

禅

受
身
的
で
は
理
解
で
き
な
い



水
墨
画

・

山
水
図



水
墨
画

・

山
水
図



水
墨
画

・

山
水
図

ハ
ー
ド
な
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
が

ア
ウ
ト
ド
ア
雑
誌
を
見
て

こ
こ
ろ
を
癒
す
よ
う
な
も
の



牧谿（もっけい）

南宗時代1250年ごろ

速水御舟

水墨・花鳥図

昭和９年

（牡丹）



詩
画
軸雪

舟
が
描
い
た
絵

絵をもとに

詩を詠んだ



「
柴
門
新
月
図
」

１
４
０
５
頃

国
宝

序
と
１
８
人
の
禅
僧
に
よ
る
題
詩

詩
画
軸



杜
甫
「
南
隣
」

「
白
沙
翠
竹
江
村
の
暮
れ
、

相
送
れ
ば
柴
門
に
月
色
新
た
な
り

」



仙
崖
義
梵

「
○
△
□
」

「
座
禅
蛙
」



仙

崖

義

梵

「

祖
死
父
死
子
死
孫
死

」

何
か
め
で
た
い
言
葉
を

臨
機
応
変
・
当
意
即
妙

禅
の
問
答



牧
谿

「
老
子
図
」

も
っ
け
い

南
宗
時
代

岡
山
県
立
美
術
館

へ
ん
な
オ
ッ
サ
ン

鼻
毛
の
老
子



Ｑ



頂
相
ち
ん
ぞ
う

（
師
の
自
画
像
）
＝
免
許
皆
伝

雪
舟
の
71
歳
の
時
の
自
画
像
。

弟
子
に
与
え
た
自
画
像
の
写
し



名
前
を
入
れ
る
習
慣
が
な
か
っ
た

雪
舟
は
日
本
の
作
家
の
中
で

初
め
て
、
個
人
が
特
定
で
き
る
作
家



雪
舟
の
名
前
は
何

か
？

「
雪
舟
等
楊
」

雪
舟
＝
号

等
楊
＝
諱
（
本
名
）



中国文化としての水墨画

● 水墨＝８世紀ごろ中国の発明

● 室町時代になると盛んに描かれる。

●唐絵 ＝ ステータス

夏珪・馬遠・梁楷・牧
谿



梁
楷

玉
澗

李
塘

李
塘



雪
舟
の
価
値

日
本
的
水
墨
画
の
完
成



どちらが中国製？





日本的表現

曲線的、情緒的



雪
舟

「
慧
可
断
臂
図
」



ダ
ル
マ





雪
舟

「
慧
可
断
臂
図
」



雪
舟

「
秋
冬
山
水
図
」





雪
舟

「
破
墨
山
水
図
」



雪
舟

「
破
墨
山
水
図
」



雪舟自筆の文章

＝自賛

雪舟が描いた絵

京都五山の僧の感想

＝賛 雪
舟

「
破
墨
山
水
図
」



「
相
陽
の
宗
淵
は
、
私
に
つ
い
て

画
を
何
年
も
学
ん
だ
。
既
に
基
本

は
マ
ス
タ
ー
し
て
い
る
。
自
由
に

絵
を
描
き
、
い
か
に
も
勉
強
熱
心

で
あ
る
。
今
年
の
春
「
国
に
帰

る
」
と
言
っ
て
、
そ
の
彼
の
言
う

こ
と
に
は
、
「
先
生
の
絵
が
1
点

ほ
し
い
の
で
す
、
そ
れ
を
私
の
と

こ
ろ
の
代
々
続
く
家
宝
に
し
た
い

の
で
す
」

そ
う
何
日
も
私
に
せ
が
ん
だ
。
私

は
老
眼
だ
し
頭
も
ぼ
け
て
、
そ
う

い
う
こ
と
の
や
り
方
は
知
ら
な
い

の
だ
け
れ
ど
も
、
彼
の
志
に
押
さ

れ
て
、
そ
れ
で
ま
ァ
、
先
の
す
り

切
れ
た
筆
を
持
つ
て
、
淡
墨
を
そ

そ
い
で
、
こ
れ
を
与
え
て
ヽ
こ
う

言
つ
た
の
で
あ
る
・



「
私
は
か
つ
て
偉
大
な
る
宋
の
国
へ
行
っ

た
。
大
河
を
北
へ
渡
り
、
北
京
へ
着
き
、

そ
こ
で
絵
の
先
生
を
探
し
た
。
そ
う
は
し

た
ん
だ
け
れ
ど
も
抜
群
の
人
は
い
な
か
つ

た
。
そ
の
中
で
、
長
有
声
と
李
在
の
二
人

が
、
世
間
で
は
い
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
た
。
入
門
し
て
、
色
づ
け
の
ポ
イ
ン

ト
を
教
わ
っ
た
。
破
墨
の
や
り
方
も
同
時

に
で
あ
る
。
数
年
た
っ
て
我
が
国
に
帰
っ

た
。
私
の
絵
の
親
（
祖
）
で
あ
る
如
拙
・

周
文
両
先
生
の
描
い
た
お
手
本
は
、
す
べ

て
先
人
の
作
を
正
し
く
受
け
て
い
て
、
こ

れ
に
な
に
か
を
付
け
加
え
た
り
文
句
を
言

う
必
要
の
な
い
こ
と
が
非
常
に
よ
く
分

か
っ
た
。
日
本
と
中
国
を
見
て
回
り
、
両

先
生
の
見
識
の
高
さ
と
精
神
性
の
深
さ
を

ま
す
ま
す
尊
敬
す
る
よ
う
に
な
つ
た
の
だ″

弟
子
が
書
け
と
言
う
の
で
、
笑
わ
れ
る
の

を
承
知
で
書
き
ま
し
た
」



雪
舟

「
破
墨
山
水
図
」



雪舟自筆の文章
＝自賛

雪舟が描いた絵

京都五山の僧の感想
＝賛 雪

舟

「
破
墨
山
水
図
」



雪舟による 倣玉澗





10位 那智の瀧図
9位 鳥獣戯画 鳥羽僧正？

8位 源氏物語絵巻

7位 伝源頼朝像 ？

6位 百済観音像

5位 風神雷神図屏風 俵屋宗達

4位 阿修羅像



10位 那智の瀧図



「
那
智
瀧
図
」
鎌
倉
時
代
13
世
紀
末
１
６
０×

５
９
㎝

(

根
津
美
術
館
蔵
，
国
宝)

飛
瀧
権
現

宗
教
画

なち



「
那
智
瀧
図
」
鎌
倉
時
代
13
世
紀
末
１
６
０×

５
９
㎝

(

根
津
美
術
館
蔵
，
国
宝)

飛
瀧
権
現

宗
教
画

なち



9位 鳥獣戯画 鳥羽僧正？



9位 鳥獣戯画 鳥羽僧正？

甲巻 たて３０センチ、横１１．５メートル



8位 源氏物語絵巻





7位 伝源頼朝像 ？



6位 百済観音像



5位 風神雷神図屏風 俵屋宗達



戦
闘
を
好
み
，
帝
釈
天(

た
い
し
ゃ
く
て
ん)

と
争
う
悪
神

邪
神→

ブ
ッ
ダ
の
妨
害→

仏
教
に
帰
依

4位 阿修羅像



修羅場（闘いの場） 阿修羅 ← アッシリア

4位 阿修羅像



30

3位 葛飾北斎 富嶽三十六景



30

3位 葛飾北斎 富嶽三十六景



30

２位 紅白梅図屏風 尾形光琳



30

２位 紅白梅図屏風 尾形光琳

十
七
世
紀
前
半

十
八
世
紀
前
半

宗達



長谷川等伯 「松林図屏風」

日本絵画の最高傑作



長
谷
川
等
伯

「松
林
図
屏
風
」



長谷川等伯 「楓図」 長谷川久蔵 「桜図」

狩
野
派

長
谷
川
（
父
子
）





長谷川等伯 「松林図屏風」

日本絵画の最高傑作


